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対
談
◎パ

ラ
オ
か
ら
見
た

日
本
の
国
際
協
力

─
─
高
ま
る
地
政
学
的
関
心
、

　
　
　
　
問
わ
れ
る
理
念
と
戦
略

地
政
学
的
関
心
が
高
ま
る
太
平
洋
諸
島
。
そ
の
西
部
、

パ
ラ
オ
と
日
本
の
縁
は
歴
史
的
・
人
的
に
も
深
い
。

島
嶼
国
な
ら
で
は
の
問
題
、
そ
し
て
「
人
づ
く
り
」
に

資
す
る
援
助
の
あ
り
方
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
見
る
。

・
島
の
経
済
成
長
を
促
す
イ
ン
フ
ラ
投
資

・
複
数
の
脆
弱
性
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的
援
助
で
解
消

・
地
政
学
リ
ス
ク
高
ま
る
中
、
地
域
主
義
の
育
成
が
重
要

中
西 

寛　
京
都
大
学
教
授

峯 

陽
一　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
緒
方
貞
子
研
究
所
所
長

ガラス工房「ベラウ・エコ・グラス」。廃ガラスの減量化、循環型社会の
形成を目指す取り組みとして、2022年から事業が開始された（JICA提供）
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峯　

９
月
中
旬
、
日
本
の
国
際
協
力
の
現
場
を
視
察
す
る
た
め
に
、

中
西
さ
ん
と
パ
ラ
オ
に
出
張
し
ま
し
た
。
パ
ラ
オ
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

の
西
端
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
東
に
位
置
し
ま
す
。

中
西　

そ
の
時
は
グ
ア
ム
経
由
で
一
日
が
か
り
の
移
動
で
し
た
が
、

10
月
29
日
に
成
田
か
ら
の
直
行
便
が
新
設
さ
れ
、
日
本
か
ら
４
時
間

半
と
、
ぐ
っ
と
近
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
真
南
で
時
差
が
な
い
の

も
い
い
で
す
ね
。
現
職
の
ス
ラ
ン
ゲ
ル
・
Ｓ
・
ウ
ィ
ッ
プ
ス
・
ジ
ュ

ニ
ア
大
統
領
が
、
直
行
便
就
航
に
合
わ
せ
て
来
日
し
ま
し
た
。

峯　

パ
ラ
オ
の
海
は
透
明
で
、
本
当
に
美
し
く
、
多
く
の
観
光
客
が

同
国
を
訪
問
す
る
の
も
納
得
で
す
。国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
約
４

割
が
観
光
業
で
す
が
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

親
日
国
に
見
る
戦
争
の
傷
跡

中
西　

地
理
的
な
近
さ
に
加
え
、
歴
史
的
に
も
日
本
と
の
結
び
つ
き

が
深
い
国
で
す
。
第
1
次
世
界
大
戦
を
機
に
国
際
連
盟
か
ら
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
委
任
統
治
を
認
め
ら
れ
た
日
本
は
、
当
時
の
首
都
コ
ロ
ー

ル
に
南
洋
庁
を
置
い
て
南
洋
諸
島
の
統
治
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
経
緯
も
あ
っ
て
、日
系
人
が
人
口
の
25
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
、

パ
ラ
オ
語
の
一
部
に
は
日
本
語
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。「
お
い

し
い
」
を
「
ア
ジ
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
」
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

実
際
に
パ
ラ
オ
を
訪
れ
て
、
文
化
的
、
社
会
的
に
日
本
統
治
時
代

の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
移
民

は
、
沖
縄
か
ら
の
人
た
ち
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

峯　

パ
ラ
オ
は
第
2
次
世
界
大
戦
の
激
戦
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
１

９
４
４
年
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
や
そ
の
南
の
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
な
ど
で
激

し
い
地
上
戦
が
行
わ
れ
、
日
本
軍
か
ら
１
万
６
０
０
０
人
を
超
え
る

犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

中
西　

日
本
軍
が
あ
ら
か
じ
め
戦
地
か
ら
現
地
住
民
を
避
難
さ
せ
た

こ
と
で
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
、
現
在
も
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対
日
感
情
は
良
好
で
す
。
47
年
に
国
連
の
信
託
統
治
領
と
し
て
米
軍

の
施
政
下
に
入
っ
た
後
も
、
パ
ラ
オ
社
会
で
日
系
人
は
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
独
立
は
太
平
洋
諸
島
の
中
で
も
遅
い
94
年

で
し
た
が
、
そ
の
時
の
大
統
領
は
日
系
２
世
の
ク
ニ
オ
・
ナ
カ
ム
ラ

さ
ん
で
し
た
。
パ
ラ
オ
は
こ
れ
ら
諸
国
の
中
で
も
、
日
本
と
の
関
係

が
一
番
深
い
国
で
す
ね
。

峯　

今
回
、
私
た
ち
も
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の
戦
跡
を
回
り
ま
し
た
が
、

「
戦
争
の
記
憶
」
を
ど
う
語
り
継
ぐ
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
西　

現
在
で
も
遺
骨
収
集
事
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
日
本

兵
が
立
て
こ
も
っ
た
洞
窟
、
大
き
な
砲
台
や
戦
車
の
残
骸
、
海
軍
の

司
令
部
の
建
物
な
ど
を
見
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
（
現
在
の
上
皇
上
皇
后
陛
下
）
が
慰
霊
の
た
め
に
訪
問
さ
れ

て
い
ま
す
。
戦
争
の
記
憶
に
向
き
合
う
意
味
で
も
重
要
な
場
所
で
あ

り
、
戦
跡
の
保
存
な
ど
の
取
り
組
み
が
、
今
後
必
要
で
し
ょ
う
。

「
底
上
げ
」
さ
れ
た
豊
か
さ
が
は
ら
む
脆
弱
性

峯　

他
方
で
パ
ラ
オ
は
、
気
候
変
動
、
経
済
の
自
立
、
さ
ら
に
地
政

学
的
な
位
置
な
ど
で
、
い
く
つ
も
の
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
ま
す
。

中
西　

気
候
変
動
の
影
響
に
つ
い
て
、
太
平
洋
諸
国
の
中
に
は
ツ
バ

ル
な
ど
海
面
変
動
が
深
刻
な
国
が
あ
り
ま
す
が
、パ
ラ
オ
の
場
合
は
、

生
態
系
の
変
化
に
よ
る
天
然
果
実
の
生
育
に
影
響
が
出
て
い
る
よ
う

で
す
。
脆
弱
性
と
い
う
点
で
基
本
的
な
問
題
と
な
る
の
が
、
経
済
・

財
政
問
題
で
す
。
パ
ラ
オ
は
１
９
９
４
年
に
独
立
し
た
際
、
米
国
と

自
由
連
合
盟
約
（
コ
ン
パ
ク
ト
）
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ

く
米
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
昨
年
更
新
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
支
援

額
が
国
家
予
算
の
約
15
％
を
占
め
て
お
り
、
財
政
の
自
立
は
見
込
め

な
い
状
況
で
す
。

峯　

コ
ン
パ
ク
ト
の
お
か
げ
で
、
パ
ラ
オ
人
は
ビ
ザ
不
要
で
米
国
に

渡
航
で
き
ま
す
か
ら
、
グ
ア
ム
や
ハ
ワ
イ
、
米
国
本
土
に
移
住
す
る

パ
ラ
オ
人
が
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。

中
西　

パ
ラ
オ
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
短
大
に
相
当
）
が

一
つ
あ
る
だ
け
で
、
優
秀
な
若
者
は
米
国
の
大
学
に
進
学
し
、
卒
業

し
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
。
人
材
育
成
の
問
題
は
深
刻
で
、
日
本
は
高

等
専
門
学
校
（
高
専
）
型
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
支
援
で
き
な
い

か
、
現
地
の
実
情
と
す
り
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
産
業
構
造
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
パ
ラ
オ
国
内
の
人
口

の
３
分
の
１
は
、サ
ー
ビ
ス
業
や
医
療
に
従
事
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、

建
設
な
ど
の
労
働
に
従
事
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の
移
民
が
占
め

て
い
ま
す
。
パ
ラ
オ
人
は
観
光
業
や
漁
業
な
ど
自
然
相
手
の
職
業
が

多
く
、
生
産
力
の
向
上
を
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
基
幹
産
業
が
育
ち

に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

峯　

産
業
基
盤
の
多
角
化
が
必
要
で
し
ょ
う
。
加
え
て
、
若
者
が
国
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外
に
流
出
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
高
齢

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
パ
ラ
オ
は
、
１
人
当
た
り
国
民
総
所
得
（
Ｇ

Ｎ
Ｉ
）
が
１
万
４
０
０
０
ド
ル
で
高
所
得
国
に
分
類
さ
れ
、
経
済
指

標
だ
け
を
見
れ
ば
確
か
に
豊
か
な
国
で
す
。
し
か
し
、
人
口
１
万
人

あ
た
り
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
受
取
額
も
累
積
で
２
０
０

億
円
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
国
の
豊
か
さ
は
相
当
に
「
底
上
げ
」
さ

れ
て
き
た
と
も
言
え
る
わ
け
で
す
。

中
西　

日
本
の
援
助
政
策
は
、
全
体
と
し
て
途
上
国
の
自
立
を
応
援

し
、
最
終
的
に
は
そ
の
国
が
援
助
を
卒
業
し
て
、
先
進
国
の
仲
間
入

り
が
で
き
る
よ
う
、
後
押
し
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た
。

パ
ラ
オ
は
、
そ
の
点
で
は
国
家
と
し
て
の
自
立
性
を
持
つ
こ
と
自
体

が
難
し
く
、
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
言
え
ま
す
。

パ
ラ
オ
で
見
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
現
場

中
西　

現
地
で
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
支
援
の
現
場
を
視

察
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
多
種
多
様
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
事
業
の
一
つ
は
、「
日
本
・
パ
ラ
オ
友
好
の
橋
」
で
し
ょ

う
。
コ
ロ
ー
ル
と
国
際
空
港
の
あ
る
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
、
二
つ
の
主
要

な
島
を
つ
な
ぐ
橋
は
、
日
本
の
政
府
開
発
援
助
で
２
０
０
２
年
に
完

成
し
ま
し
た
。

峯　

小
さ
な
島
に
全
長
４
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
が
架
か
り
、
な
か
な
か
の
迫
力
で
し
た
。
島
嶼
国
に
お
い
て
は
、

島
と
島
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
拠
点
を
結
び
つ
け

る
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
、
発
展
を
促
す
不
可
欠
な
要
素
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
、
コ
ロ
ー
ル
島
と
商
業
港
や
発
電
所
の
あ
る
マ
ラ
カ
ル
島
を

つ
な
ぐ
ミ
ナ
ト
橋
の
架
け
替
え
、
国
際
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
拡

張
工
事
と
完
成
後
の
運
営
な
ど
、
無
償
援
助
や
海
外
投
融
資
を
駆
使

日本の開発協力の象徴的な事業として2002年に完成した
「日本・パラオ友好の橋」（JICA提供）
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し
て
、
目
に
見
え
る
イ
ン
フ
ラ
造
り
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

中
西　

一
方
で
社
会
経
済
分
野
で
は
、
廃
棄
物
の
処
分
場
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
係
し
た
施
設
の
建
設
も
進
ん
で
い
ま
す
。
島
嶼
国
で
は
ゴ

ミ
の
処
理
は
深
刻
な
問
題
な
の
で
す
。
沿
岸
で
埋
め
立
て
る
と
環
境

に
悪
影
響
が
あ
る
し
、
焼
却
処
分
は
島
の
規
模
に
鑑
み
る
と
非
効
率

で
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ー
ル
島
に
リ
サ
イ
ク
ル
型
の
処
分
場
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
廃
ガ
ラ
ス
を
利
用
し
た
ガ
ラ
ス
工
房
「
ベ
ラ

ウ
・
エ
コ
・
グ
ラ
ス
」
が
付
設
さ
れ
、
素
朴
だ
け
ど
き
れ
い
な
装
身

具
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
版
「
Ｏ
Ｄ
Ａ

白
書
（
開
発
協
力
白
書
）」
の
表
紙
写
真
は
、
そ
の
製
作
風
景
を
捉
え

た
も
の
で
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
洋
深
層
水
を
汲
み
上
げ
て
、
野
菜
の
水
耕
栽
培
や
水
産
物
の
養
殖

が
試
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
表
層
水
と
の
温
度
差
を
利
用
し
た
海
洋

温
度
差
発
電
の
実
証
の
た
め
の
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す
。
私
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
農
場
を
訪
れ
て
、
小
さ
な
葉
野
菜
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

峯　

水
資
源
の
利
用
、
電
源
開
発
、
商
業
的
農
業
、
養
殖
漁
業
、
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
、
新
し
い
産
業
を
育
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
複
数
の

脆
弱
性
に
横
断
的
に
対
応
し
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。
近

く
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
取
り
組
み
が
全
て
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
海
洋
温
度
差
発
電
の
試
み
に
は
地
元
か
ら
反
対
意
見
も
出
た

そ
う
で
す
が
、
日
本
側
の
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
経
済
的
な
利
害
調
整
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
政
治
文
化

な
ど
も
踏
ま
え
て
地
元
の
人
々
に
向
き
合
い
、
す
り
合
わ
せ
る
。
自

分
た
ち
の
知
識
を
押
し
つ
け
な
い
こ
と
で
、「
日
本
の
人
た
ち
は
わ

れ
わ
れ
と
共
に
歩
も
う
と
し
て
い
る
」
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

中
西　

教
育
の
分
野
で
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
隊
員
が
小
学
校

で
算
数
や
体
育
を
教
え
た
り
す
る
ほ
か
、
パ
ラ
オ
政
府
教
育
省
へ
の

助
言
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
・
長
期
的
に
は
人
材
の
問
題
が

最
も
重
要
で
し
ょ
う
。

峯　

教
育
や
保
健
医
療
へ
の
援
助
な
ど
は
象
徴
的
で
す
が
、
人
の
可

能
性
を
引
き
出
す
「
人
間
開
発
」
を
基
礎
に
、
現
場
の
脆
弱
性
に
対

処
す
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
考
え
方
が
応
用
さ
れ
て
い
く
と
い

い
で
す
ね
。
海
外
協
力
隊
も
含
め
て
、
日
本
か
ら
の
支
援
は
、
そ
の

あ
た
り
が
手
厚
く
行
わ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

中
西　

付
け
加
え
る
と
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
は
別
に
、
海
上
保
安
能
力
の

強
化
の
面
で
は
、
日
本
財
団
が
海
上
保
安
庁
と
協
力
し
て
、
巡
視
船

な
ど
船
舶
の
提
供
や
職
員
の
訓
練
に
貢
献
す
る
な
ど
、
独
自
の
存
在

感
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
開
発
協
力
に
関
わ
る
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化

を
示
す
好
例
と
言
え
ま
す
。
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峯　

多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
協
力
し
て
新
た
な
解
決
策
や
社
会
的
価
値

を
共
に
創
り
上
げ
る
「
共
創
」
は
、
新
た
な
国
際
協
力
の
理
念
で
も

あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
大
洋
州
に
多
く
の
拠
点
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
島
々
で
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
大
し
、
例
え
ば
、
パ
ラ
オ
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
他
の
島
嶼
国

や
地
域
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ら
に
大
き
な
開
発
効

果
を
生
み
出
せ
る
取
り
組
み
を
強
め
ら
れ
た
ら
よ
い
で
す
ね
。

太
平
洋
の
地
政
学
を
踏
ま
え
た
関
係
づ
く
り
を

峯　

太
平
洋
諸
国
と
の
協
力
を
考
え
る
上
で
は
、
地
政
学
的
関
心
の

高
ま
り
と
い
う
要
素
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

中
西　

こ
の
地
域
の
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
、
中
国
の
海
洋
進
出
と

米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
縮
小
と
い
う
潮
流
を
見
て
取
れ
ま
す
が
、
パ

ラ
オ
は
太
平
洋
諸
島
国
で
も
数
少
な
い
、
台
湾
と
の
外
交
関
係
を
維

持
し
て
い
る
国
で
す
。
米
国
や
日
本
と
の
統
治
時
代
の
関
係
は
パ
ラ

オ
外
交
の
基
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
パ
ラ
オ
と
台
湾
の
関
係
も
ま

た
深
い
わ
け
で
す
。

峯　

台
湾
の
大
使
館
が
あ
る
と
い
う
国
も
珍
し
い
で
す
ね
。

中
西　

コ
ロ
ー
ル
中
心
地
の
、
台
湾
資
本
の
大
き
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
入
る
ビ
ル
の
上
階
に
あ
り
ま
し
た
。
首
都
マ
ル
キ
ョ
ク
の

公
共
建
造
物
は
台
湾
の
援
助
で
造
ら
れ
た
も
の
も
多
く
、
経
済
的
な

結
び
つ
き
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
１
月
に
再
選
さ

れ
た
ウ
ィ
ッ
プ
ス
大
統
領
は
「
パ
ラ
オ
の
ト
ラ
ン
プ
」
の
異
名
を
持

つ
辣
腕
政
治
家
で
、
パ
ラ
オ
を
強
く
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
中
国
へ

の
警
戒
心
を
隠
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
も
今
す
ぐ
パ
ラ
オ
を

寝
返
ら
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
観
光

や
経
済
面
か
ら
の
浸
透
は
当
然
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

日本財団が寄贈した海上警察の巡視船。
海洋の持続可能性を警備面から支える（JICA提供）
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峯　

太
平
洋
諸
国
で
は
、
他
に
マ
ー
シ
ャ
ル
と
ツ
バ
ル
が
台
湾
を
承

認
し
て
い
ま
す
。

中
西　

パ
ラ
オ
も
政
権
に
よ
っ
て
対
応
に
違
い
が
あ
り
、
前
任
の
レ

メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
、
中
国
を
含
め
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す

る
面
が
あ
り
ま
し
た
。
観
光
が
産
業
の
柱
で
あ
る
以
上
、
中
国
の
経

済
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

峯　

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
中
国
野
菜
の
空
芯
菜
が
売
ら
れ
る
な
ど
食
や

農
業
の
結
び
つ
き
も
あ
り
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
、
パ
ラ
オ
が
対
中
融
和
に
傾
く
の
か
、
こ
れ
ま

で
通
り
台
湾
に
寄
り
添
う
の
か
、読
み
切
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

米
国
の
太
平
洋
戦
略
次
第
な
の
で
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
方
針
が

定
ま
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

中
西　

米
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
解
体
の
影
響
は
パ
ラ
オ
で

は
相
対
的
に
小
さ
い
印
象
で
し
た
が
、
今
後
の
米
国
の
外
交
的
・
軍

事
的
関
与
の
あ
り
方
が
、
パ
ラ
オ
あ
る
い
は
太
平
洋
地
域
の
将
来
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ラ
オ
に
は

米
国
、豪
州
、台
湾
な
ど
が
、そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。
日
本
を
含
め
た
そ
れ
ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
パ
ラ
オ
と
共
に
歩

み
、太
平
洋
諸
島
西
側
の
エ
リ
ア
で
協
力
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

地
政
学
的
な
環
境
変
化
に
対
応
す
る
上
で
も
重
要
で
す
。
安
全
保
障

上
の
協
力
を
進
め
る
過
程
で
、
パ
ラ
オ
が
今
後
、
こ
の
地
域
全
般
の

政
策
形
成
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

峯　

島
嶼
国
間
の
連
帯
強
化
、
そ
し
て
太
平
洋
の
地
域
主
義
の
動
き

も
注
目
す
べ
き
で
す
。
国
連
の
舞
台
で
多
次
元
脆
弱
性
指
数
（
Ｍ
Ｖ

Ｉ
）が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、小
島
嶼
国
の
協
力
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
安
保
理
に
小
島
嶼
国
向
け
の
議
席
を
確
保
す
べ
き
だ
と

い
う
声
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
見
て
も
、
日
本
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
行
わ

地
域
政
策
と
各
国
情
勢
を
す
り
合
わ
せ
、

そ
の
中
に
開
発
協
力
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
意
義
は
よ
り
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

なかにし　ひろし　1991年京都
大学大学院法学研究科博士後期
課程退学。京都大学助教授など
を経て現職。専門は国際政治。
著書に『国際政治とは何か』、共
編著に『高坂正堯と戦後日本』

『日本政治史の中のリーダーた
ち』など。
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れ
て
い
る
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
）
は
重
要
で
す
。
こ

の
８
月
に
行
わ
れ
た
第
９
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
）

は
成
功
を
収
め
ま
し
た
が
、
太
平
洋
諸
国
に
豪
州
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
を
加
え
た
形
で
、
こ
の
地
域
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
地

域
主
義
を
育
も
う
と
す
る
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
も
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
並
ぶ
意
義

あ
る
枠
組
み
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
よ
り
活
発
に
し
た
い

で
す
ね
。
ま
た
パ
ラ
オ
は
、
地
域
協
力
の
フ
レ
ー
ム
で
あ
る
太
平
洋

諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
の
、
２
０
２
６
年
議
長
国
を
務
め
る

の
で
存
在
感
を
増
し
て
い
ま
す
。

中
西　

地
政
学
的
な
関
心
も
手
伝
っ
て
、
太
平
洋
諸
島
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
10
～
15
年
ほ
ど
の
こ

と
で
す
。
こ
の
間
、
日
本
の
太
平
洋
諸
国
に
対
す
る
外
交
は
そ
れ
な

り
に
進
展
し
、
国
際
協
力
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
も
高
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
体
と
し
て
は
ま
だ
移
行
期
で
あ
り
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

包
括
的
な
戦
略
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
米

国
や
豪
州
も
同
様
で
、「
太
平
洋
諸
島
は
重
要
」
と
言
い
な
が
ら
、
具

体
的
に
政
策
に
落
と
し
込
め
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
太
平
洋
地
域
の

全
体
状
況
と
各
国
の
情
勢
を
す
り
合
わ
せ
た
上
で
、
地
域
政
策
と
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
位
置
付
け
を
見
直
す
作
業
が
必
要
で
、
そ
れ
は
国
際

協
力
の
意
義
を
よ
り
高
め
る
で
し
ょ
う
。

峯　

戦
前
の
日
本
は
、
パ
ラ
オ
を
含
む
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
を
「
南

洋
」
と
呼
び
ま
し
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
内
南
洋
、
現
在
の
東
南
ア

ジ
ア
を
外
南
洋
と
分
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
く
く
り
方
の
是

非
は
と
も
か
く
、
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

と
太
平
洋
諸
国
、
と
り
わ
け
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
を
結
び
つ
け
る
触
媒

に
な
る
よ
う
な
地
域
協
力
の
構
想
は
、
あ
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
際
、
一
つ
の
核
に
な
る
の
は
沖
縄
で
し
ょ
う
。
１
９
８
１
年

に
鈴
木
善
幸
首
相
が
提
唱
し
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
人
づ
く
り
構
想
」
に

経
済
指
標
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
ニ
ー
ズ
を

「
生
き
方
の
選
択
を
広
げ
る
」視
点
で
捉
え
、

一
緒
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
で
す
。

みね　よういち　1989年京都大
学大学院経済学研究科修士課程
修了。専門は人間の安全保障研
究、開発経済学、アフリカ地域
研究。同志社大学教授などを経
て現職。著書に『開発協力のオ
ーラル・ヒストリー』『2100年の
世界地図 アフラシアの時代』な
ど。
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基
づ
い
て
、
85
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

設
立
に
は
、
沖
縄
が
地
理
的
、
気
候
的
、
文
化
的
に
東
南
ア
ジ
ア
に

近
い
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ラ
オ
に
つ
い
て
は
、
中
西
さ

ん
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
統
治
下
の
パ
ラ
オ
に
移
住
し
た
日

本
人
の
多
く
が
沖
縄
出
身
だ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
沖
縄
セ
ン
タ
ー
に
は
こ
の
間
、
島
嶼
間
協
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
知

見
が
集
積
さ
れ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
太
平
洋
を
結
ぶ
ハ
ブ
の
役
割
を
担

え
る
存
在
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
双
方
向
の
協
力
」
を
意
識
す
る
こ
と
が
最
も
大
切

峯　

パ
ラ
オ
と
の
国
際
協
力
に
話
を
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。な
ぜ
、

パ
ラ
オ
の
よ
う
な
中
高
所
得
国
に
国
際
協
力
を
行
う
の
か
。
い
ま
議

論
し
た
よ
う
な
地
政
学
的
文
脈
に
加
え
て
、
経
済
指
標
だ
け
で
は
捉

え
き
れ
な
い
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
パ
ラ
オ

は
、
財
政
を
米
国
に
依
存
し
、
産
業
の
育
成
に
も
構
造
的
な
制
約
が

あ
る
国
で
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
現
場
に
は
、
自
然
災
害
を
含
め
た

複
合
的
な
脅
威
に
対
処
し
な
が
ら
、
島
に
根
を
張
っ
て
、
暮
ら
し
を

営
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
る
わ
け
で
す
。
住
民
た
ち
の
「
生
き
方
の

選
択
を
広
げ
る
」と
い
う
視
点
か
ら
、所
得
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

教
育
や
医
療
、
気
候
変
動
へ
の
対
処
な
ど
、
太
平
洋
の
島
々
が
直
面

す
る
課
題
へ
の
解
決
策
を
共
に
模
索
し
て
い
く
姿
勢
が
、
改
め
て
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

パ
ラ
オ
で
は
、
人
々
を
中
心
に
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
「
人
間
の
安

全
保
障
」
の
発
想
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
日
本

も
パ
ラ
オ
と
同
じ
島
嶼
国
で
す
。
地
政
学
的
な
関
心
も
組
み
込
み
な

が
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
、「
人
と
人
の
協
力
を
通
じ
て
、
お
互
い
に

ど
の
よ
う
な
学
び
が
あ
る
か
」、「
ど
う
い
う
価
値
を
一
緒
に
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
自
問
し
、
総
合
的
に
開
発
協
力
を
構
想
す

る
段
階
に
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
西　

そ
れ
は
「
互
恵
的
」
に
協
力
を
深
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
一
方
的
な
援
助
で
は
な
く
、
共
通
の
課
題
を
共
有
し
つ
つ
、

開
発
協
力
を
全
体
的
な
外
交
関
係
の
中
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

峯　

開
発
協
力
大
綱
に
も
、
小
島
嶼
国
の
よ
う
な
特
別
な
脆
弱
性
を

抱
え
る
国
々
に
対
し
て
、
必
要
な
協
力
を
戦
略
的
に
活
用
す
る
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
西　

バ
ラ
ン
ス
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
と
っ
て
パ
ラ
オ

は
、
特
別
に
良
い
関
係
の
国
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
の
視
点
ば
か

り
で
パ
ラ
オ
を
捉
え
る
と
、
現
地
の
人
と
の
摩
擦
を
生
じ
か
ね
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
太
平
洋
諸
島
全
体
を
見
た
上
で
の
関
係
構
築
も
重
要
で

す
。
相
手
の
伝
統
や
歴
史
を
認
識
し
た
上
で
日
本
と
の
関
係
を
発
展

さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
で
す
ね
。


